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■アタリパターン Ⅱ 
 バラケが抜けたクワセだけの状態でサワリが続き、

近づいてきたへら鮒の動きであおられた後で「カ

チッ」と強く入るアタリ。食いが渋いと１目盛り程

度の小さなアタリとなることも少なくない 

■なじみ際 
 強い受けやサワリをださずに

静かになじませる。サワリが強

いときはバラケの表面を滑らか

にして打ち込むこと 

※深ナジミ維持時間が重要 
 バラケの重さはわずか３目盛りの範

囲内でコントロールしなければならな

いが、必ずトップ先端ギリギリ水面上

に残るくらい深くなじませ、この状態

をどのくらい維持してからバラケを抜

くのかがアタリを出すための重要なポ

イントになる 

   ※アタリを待つ時間 
 バラケが抜けた後、サワリがあるときは

静かにアタリを待つ。ないときは速やかに

打ち返し、次投のバラケの抜き際の反応に

期待するのが得策 

■アタリパターン Ⅰ 
 バラケが上バリから抜けた直後から明確な

サワリが認められ、その直後に「スパッ」と

強くアタるパターンがベスト 


